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研究実績 

の概要 

【目的】 

擦式手指消毒薬を用いた手指衛生における看護学生の手指消毒薬使用量を明らかに

する。 

【方法】 

1．対象：対象はA大学看護学科の学生40名である。 

2．方法：擦式手指消毒薬を用いて手指消毒を行ってもらい、消毒薬使用量の計測、消

毒前後の手掌の検体採取を行った。擦式手指消毒薬はヒビソフト®消毒液 0.2％を用

いた。検体の採取と培養には一般細菌用の寒天培地を用いた。採取した検体は室温

で 1週間培養し、消毒後のコロニー数を数えた。 

3．分析方法：分析は、消毒薬使用量と消毒後のコロニー数との相関を、Spearman の

相関係数を用いて検討した。また、消毒薬使用量および消毒後のコロニー数につい

て、1年生と 2～3年生とを、Mann-Whitneyの U検定を用いて比較した。有意水準

は 5％とした。 

4．倫理的配慮：対象者には、本研究の目的と方法を説明し、研究への協力の可否は自

由意思に基づくこと、協力しなくても不利益はないことを説明した。本研究は、岡

山県立大学倫理委員会の承認を得て実施した（No.17-70）。 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

【結果】 

  対象者は、1年生が20名、2～3年生が20

名の計 40 名であった。寒天培地での培養結

果の一例を図に示す。すべての対象者で消毒

前より消毒後のコロニー数が減少していた。

消毒薬使用量と消毒後のコロニー数には有

意な負の相関が認められた（r=-0.523、

p=0.001）。消毒薬使用量は、1 年生が 1.39±

0.61g、2～3年生が 0.91±0.35gで、1年生の

方が有意に多かった（p=0.005）。消毒後のコ

ロニー数は、1年生が0.6±0.9個、2～3年生

が 3.9±5.7個で、1年生の方が有意に少なか

った（p=0.010）。 

【考察】 

  擦式手指消毒薬を用いた手指衛生では、手の表面全体を消毒するためには 2～3ｍL

（今回使用した消毒薬では約 2.2～3.3g）の消毒薬が必要とされている。本研究対象者

の消毒薬使用量はこれより少なかった。本研究の対象者は、1 年生の時に手指衛生の

方法を学習している。1年生より2～3年生の消毒薬使用量が少なく、消毒後のコロニ

ー数が多かったことから、学習時に一度は理解し獲得した知識や技術が定着していな

いと考えられる。2 年生以降の演習科目や臨地実習のオリエンテーションなどの機会

に、正しい手指衛生について復習し、確実な手指衛生を行えるよう、意図的にかかわ

っていきたいと考える。 
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図 消毒前後の培養結果の一例 
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